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１．当四半期決算に関する定性的情報

(1）経営成績の分析

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症拡大抑制を図りつつ経済活動の正

常化が進み、経営効率の改善等により企業収益は改善基調となったものの、企業の業況判断に足踏みが見られるな

ど、一進一退の状況が続いております。先行きについては、各種の政策効果もあって景気が持ち直していくことが

期待されますが、ロシア・ウクライナ情勢の長期化、原燃料価格の更なる高騰や急激な為替変動のリスクなどを十

分に注視する必要があります。

　当社グループを取り巻く関連業界におきましては、主要取引先である自動車関連産業は、販売台数及び生産台数

の前年同月比減少が続き、部品の供給制約や半導体不足の影響もあり、厳しい状況が続くと見込まれます。

　鉄鋼産業は、建築部門及び産業機械部門からの需要は回復傾向にありますが、引き続き自動車部門の動向及び原

燃料価格の高騰や為替変動等による下振れリスクに注意を払うことが必要な状況にあります。

　このような状況のなか、当社グループは営業と技術が一体となり、主力製品や新製品の拡販活動を積極的に推進

してまいりましたが、主として鉄鋼事業の売上減少により、当第２四半期連結累計期間の売上高は42億８千５百万

円と前年同四半期比2.8％減少いたしました。利益面では、原材料価格の高騰、急激な円安進行の影響を主因に、

営業利益は１億６百万円（前年同四半期比32.6％減）、経常利益は１億２千９百万円（前年同四半期比29.7％

減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は６千４百万円（前年同四半期比48.7％減）と大幅な減少となりまし

た。

①事業の分野別業績

　鋳造事業は、主力製品の販売増加により、売上高21億１千３百万円（売上高比率49.3％）と前年同四半期比1.2％

増加いたしました。

　鉄鋼事業は、当社がメンテナンスを担当していた高炉の閉鎖の影響が大きく、売上高３億６千８百万円（売上高

比率8.6％）と前年同四半期比28.0％減少いたしました。

　工業炉事業は、大型案件の完工などが寄与し、売上高３億３千７百万円（売上高比率7.9％）と前年同四半期比

6.2％増加いたしました。

　環境・工事事業は、民間焼却設備を中心に安定した受注を確保し、売上高10億１百万円（売上高比率23.4％）と

前年同四半期比4.4％増加いたしました。

　不動産事業は、本社ビルの賃料改訂を主因に、売上高１億９千５百万円（売上高比率4.5％）と前年同四半期比

4.6％減少いたしました。

　塗料循環装置事業は、自動車産業の操業低下に伴う納期変更等もあって、売上高２億６千８百万円（売上高比率

6.3％）と、前年同四半期比17.0％減少いたしました。

②セグメントの業績

　種類別セグメントの売上高は、耐火物事業の売上高は24億９千８百万円（売上高比率58.3％）と前年同四半期比

2.1％減少しましたが、営業利益は１億８千３百万円と前年同四半期比29.9％増加いたしました。エンジニアリング

事業の売上高は13億２千２百万円（売上高比率30.9％）と前年同四半期比0.3％減少しましたが、営業利益は１億６

千３百万円と前年同四半期比7.0％増加いたしました。不動産事業の売上高は１億９千５百万円（売上高比率

4.5％）と前年同四半期比4.6％減少し、営業利益は１億１千８百万円と前年同四半期比6.5％減少いたしました。そ

の他事業の売上高は２億６千８百万円（売上高比率6.3％）と前年同四半期比17.0％減少し、営業損失は３千１百万

円（前年同期は営業利益１千４百万円）となりました。

(2）財政状態の分析

　当第２四半期連結会計期間末の流動資産は、借入返済を進めたことに伴う預金の減少等により、前連結会計年度

末比１億７千３百万円（2.6％）減少し、64億１百万円となりました。

　当第２四半期連結会計期間末の固定資産は、減価償却及び株価下落等による投資有価証券の減少を主因に、前連

結会計年度末比１億５千９百万円（3.5％）減少し、43億４千２百万円となりました。

　これにより、当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末比３億３千２百万円（3.0％）減少し、

107億４千４百万円となりました。

　当第２四半期連結会計期間末の流動負債は、前連結会計年度末比１億２千４百万円（3.7％）減少し、32億５千７

百万円となりました。

　当第２四半期連結会計期間末の固定負債は、長期借入金の返済を主因に、前連結会計年度末比２億２千８百万円

（9.1％）減少し、22億８千万円となりました。

　当第２四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末比１千９百万円（0.4％）増加し、52億５百万円とな

りました。

　この結果、当第２四半期連結会計期間末の自己資本比率は48.5％（前連結会計年度末は46.8％）となりました。
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(3）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前第２四半期連結会計期間末比３億９千２百万円

減少し、19億１千７百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益１億２千

８百万円、減価償却費１億６千４百万円などにより４千７百万円の収入となりました。（前年同四半期は４億７千

５百万円の収入）

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、定期預金の払戻による収入５千２百

万円などにより２千６百万円の収入となりました。（前年同四半期は２億３千５百万円の支出）

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入金の返済２億４千４百万円

などにより３億４百万円の支出となりました。（前年同四半期は６千５百万円の支出）

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

　当第２四半期連結累計期間において、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針

について重要な変更はありません。

(5）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は、１億５千６百万円であります。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

(6）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループの経営成績に重要な影響を与える要因に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。
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